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レモン新品種「イエローベjレ」

レモン新品種「イエローベル」の果汁特性

当センターが育成したレモン新品種「イエ

ローベル」（図 1）は種が少なく果汁が多い

等の有用な形質を持っています。しかし，酸含

量がやや低く香りが弱い等の特徴も持ち合わせ

ています。そこで 本レモン品種の生食および

加工適性調査の一環として 大量に消費されて

いる果汁特性を調査しました。

その結果，「イエローベル」の果汁は，レモ

ンジ、ユース（ストレート）のJAS規格の検査6

項目において，品位は適し，糖度屈折計示度は

8.1。Brix，酸度は 5.4%，エタノール分は 0.1%, 

精油分は 0.09ml/kgであり，異物は認められ

ませんでした（表 1）。このように，「イエロー

ベル」の果汁は，いずれの項目も基準に適合し

ており，レモン果汁として搾汁・販売できるこ

とが明らかになりました。
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図1 「イエ口一ベル」と既存レモンの果実

表1 「イエローベノレjの果汁分析結果z

レモンジュース（ストレート）
果汁分析結果

区分
の基準(JAS規格） イエロー 既存レモン

pξ／レ （対照品種）

1 固有の香味を有しており，

品位
かつ，異味異臭がない

適 適
2色沢が良好である
3きょう雑物がない

糖度示屈度折計 6°Brix以上で、ある 8.1 9.5 

酸度
無水クエン酸に換算して4.5%

5.4 6.0 
以上である

エタノーノレ分 3g/kg以下である 0.1 0.4 

精油分 0.5ml/kg以下で、ある 0.09 0.30 

異物 混入していない 認めず 認めず

z果実は， 2011年12月20日に農技C果樹研究部園場で収穫して常温貯蔵し，
2012年5月18日に搾汁し，（社）日本果汁協会に果汁分析を依頼した

（広島レモン利用促進プロジ、ェクトチーム）



レモン果実を落下させる高ざと衝突させる部位の違いが腐敗に及ぼす影響

レモンの貯蔵中に発生する果実腐敗原因の一

つは，収穫～選果中の衝撃であることが明らか

になっています。しかし 衝撃の程度や衝撃を

受ける部位と腐敗との関係は未解明でした。そ

こで，レモンを落下させる高さに衝突部位を

変えてその後の腐敗発生に及ぼす影響を調査し

ました（図 1）。

その結果，腐敗果率はより高い位置から落下

させると高い傾向がありました（図 2）。また，

衝突させる部位別の腐敗果率は，果頂部からの

落下が最も高く，次いで果梗部からでした。

以上のことから，貯蔵中の腐敗そ低減するた

めには， 30cm以上の高さから果頂部や果梗部

から果実を落下させないことであると考えられ

ました。

巴E 赤道部 果頂部

図1

30 

腐 25

: 20 

率 15

9台
10 

Ocm 30cm 

落下させる高さ 60cm 

赤道部

果梗部衝突させ
る部位

図2 落下させる高さ，衝突させる部位と腐敗果率

（広島レモン利用促進プロジ、ェクトチーム）

ガス透過性を高めた微細孔フィルムは長期貯蔵レモンの腐敗を低減する

広島県のレモン産地では 国産レモンの端境

期である夏季に出荷するため，長期貯蔵を行っ

ていますが，貯蔵中に腐敗果が発生します。

長期貯蔵の一つの方法として，果実を微細孔

フィルムに個装しますが フィルムのガス透過

性と腐敗との関係は未解明でした。そこで，ガ

ス透過性を高めた改良フィルムで貯蔵し，腐敗

や果皮障害に及ぼす影響を調べました。

その結果改良フィルムは，腐敗（緑・青かび病，

軸腐病）を大幅に減らし 果皮障害をゼロにし

ました（図 2）。

この成果を参考にカンキツ産地では，順次ガ

ス透過性の高いフィルムに更新しています。
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図1 貯蔵中のレモン果実に発生した病害
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図2 フィルムの違いと腐敗・果皮障害果率

（広島レモン利用促進プロジ、ェクトチーム）



「黄宝（きほう）J4月～5月に販売する県育成カンキツ新品種

カンキツ産地では 消費者ニーズに対応した

しかし優良品種への更新が行われています。

4月以降に販売する品種は少なく，新品種の育

当センターで

このニーズにこたえる「黄宝」を育成しま

した。

成が待たれていました。そこで，

は，

「黄宝」の結実状況図1
「黄宝」は，大橘に四倍体デコポンを交配し

て育成した三倍体（種無し）品種です。果皮色

デコポンのようにデコが生じる果実は黄櫨で，

2）。果皮が軟らかいので手もあります（図 1,

で剥くことができ 果肉はとてもジ、ューシーで

そのまま食べること中の袋が薄く，す。また，

これまでのこのように「黄宝」は，ができます。

ブンタンタイフ。の品種にはない特徴を持ってい

（果樹研究部）

「黄宝」の果実図2ます。「黄宝」は平成 25年2月26日に品種

登録されました（品種登録第22295号）。
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。
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。
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あ
る
。
そ
の
名
は
「
レ

モ
ン
化
粧
水
」
。
当
時
の
新
聞
の
投
稿
欄
に
載
っ

て
い
た
も
の
で
あ
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簡
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。
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ジーンバンクで保存している特徴のある品種（No.46)

倉重在来
寒さに強く可販果率の極めて高いキヌサヤエンドウ

「倉重在求」は赤花美性のキヌサヤエンドウ

で，広島市佐伯区倉重の農家から収集したもの

です。最大の特徴は寒さに強〈，災は緩やかな

曲がりはあるものの 可販来率が極めて高いこ

とです。 しかも，早生でありながら，高浪下で

も花振るいが少ないため，肴莱期間が長〈収量

が多いです。形状から推察すると広島県の在求

穫である「広島赤花Jの玖良型のように忠われ

之~(Jδti／ア。

倉重在来

ます。平均芙長は約 6cm，災幅は約 13mmと形状はスマートです。茶色は縁，子実数は 7.4粒と

多く，可販呆率（個数）が99%と極めて高いのが特徴です。

広島県中部地帯での播種通期は10月下旬～11月上旬，黒マルチ栽培をすると肥料の流亡や雑草

の発生が抑えられて有効です。吐幅h ，株間 40cm,1か所3粒播きを標準とし， 出芽したら約h

間隔に丈夫な支柱を主てて誘引用のネットを張ります。開花が始まったら親蔓と孫、蔓は全て切除

し，心止まりしていない子蔓を1か所 7～8本残すように整枝します。収穫は炎が仲びきって子実

の肥大しないうちに行います。

（（財）広島県森林整備・農業振興財団農業ジーンバンク 技術参与船越建明）

農業技術センターの視察，見学を

お安k

農業技術センターでは，随時，視察・見学をお受

けしています。研究課題，研究成果，施設，圃場な

どの概要をご説明します。

技術支援部（果樹は果樹研究部，広島レモン利用

促進プ口ジ、エク卜チーム）にお問い合わせください。

皆様のご来所をお待ちしております。

（問い合せ先）
〒739-0151 東広島市八本松町原6869
総務部 宮 082-429-0521
技術支援部 3082-429 0522 
栽培技術研究部 3082-429-3066 
生産環境研究部 宮 082-429-2590

干739-2402 東広島市安芸津町三津2835
果樹研究部 宮 0846-45-5471
広島レモン利用促進
プロジ、エクトチーム 宮 0846-45-5472
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お問合せ・ご意見は，技術支援部までお寄せください。

メーjレでもお待ちしています。
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